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1 はじめに 

近年都市部には超高層マンションが次々と建

設され、いずれも人気が高い。超高層マンショ

ンだけでなく 10 階建のマンションなども建設さ

れていっている。マンションの多くはエントラ

ンスや住戸玄関の施錠においてセキュリティ認

証を行うことで、マンション共用部にも関係者

以外の侵入を防いでいる。また、マンションに

は必ずエレベータが存在し、各階のエレベータ

前に設置されたボタンを押すことでその階へエ

レベータを呼び出すことが出来る。IT セキュリ

ティとの連動によりエレベータを呼び出す場合

には、既存技術としてはエントランスで IC カー

ドによる解錠とともにエレベータの呼び出し、

エレベータホールにて再度 IC カードで認証する

ことでエレベータが使うことができ、また住戸

玄関もその IC カードで施錠、解錠をすることが

出来るものがある。しかし、既存技術はセキュ

リティを中心に設計されており、エレベータの

利便性は考慮されていない。 

本研究では、エレベータの利便性と省エネ性

能の向上を目的に、エントランスで解錠があっ

た場合は予め住戸階を行先指定しエレベータの

呼び出し、住戸玄関で施錠があった場合は予め

１階を行先指定しエレベータを呼び出すシステ

ムを考え、エレベータの待ち時間の減少などに

ついて検討した。 

 

2 提案手法 

 エレベータをマンションの IT セキュリティと

連動することで待ち時間を削減し、利便性の向

上を目指す。提案するシステムとしては、エン

トランスで解錠とともにエレベータを住戸階が

指定された状態で 1 階に呼び出す機能、住戸玄

関での施錠とともにエレベータを 1階が指定さ 

 

 

 

 

れた状態で住戸階に呼び出す機能、指定階ボタ

ンを長押し等で指定をキャンセルする機能、エ

ントランスでは IC カードでも従来のパスワード

でも解錠ができ住戸玄関では IC カードでも鍵で

も施錠、解錠が出来る、どちらでもエレベータ

と連動している機能を有するエレベータシステ

ムを提案した。 

 

3 実験・評価 

3.1 概要 

通常の動作による場合と既存技術および提案

手法による場合の待ち時間とエレベータの総移

動時間を比較することで提案手法の有効性を検

討した。 
 

3.2 実験方法 

モデルマンションは10階建ての1フロア4部屋

のマンションとする。部屋からエレベータまで

の時間は近い順に4秒、8秒、12秒、16秒とした。

エレベータの最大速度を分速40ｍ、分速50ｍ、

分速60ｍの3通りとし、どの場合も加速度は同じ

とする。検証対象となる時間は8時から20時とし、

その間に200回エレベータが使われるとして、ラ

ンダムにキューを作成した。それを100日分計測

し、待ち時間と移動時間の平均を取った。 

比較対象としては、エレベータが1階で待機す

る場合とエレベータを使用した人が降りた階に

て待機する場合の2パターン、IT セキュリティと

エレベータが連動していない場合、IT セキュリ

ティとエレベータが連動している既存技術、提

案システムの3パターンの計6パターンで検討す

る。ここでいう待ち時間とは、部屋からエレベ

ータまでの時間、エレベータを待つ時間、エレ 

 

表 1：各パターンの詳細 
待機する場所 ITセキュリティとの連動

通常１ 1階 エントランスなし、住戸玄関なし
通常２ 降りた階 エントランスなし、住戸玄関なし
既存１ 1階 エントランスあり、住戸玄関なし
既存２ 降りた階 エントランスあり、住戸玄関なし
提案１ 1階 エントランスあり、住戸玄関あり
提案２ 降りた階 エントランスあり、住戸玄関あり  
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ベータに乗っている時間、エレベータからエン

トランスまでの時間の総和とする。 

検証パターンを表1にまとめ以下に示す。 

 

3.3 実験結果 

分速40ｍの各パターンの待ち時間の平均とエ

レベータの移動時間の平均値は表2に示す。表2

を見ると待ち時間、移動時間ともに提案2が最良

である事がわかる。 

 

表 2：速度 40ｍの各パターンの比較 

待ち時間 移動時間
通常１ 34.69秒 1729.78秒
通常２ 34.41秒 1699.72秒
既存１ 32.31秒 1738.13秒
既存２ 32.08秒 1697.2秒
提案１ 30.10秒 1739.31秒
提案２ 29.84秒 1695.74秒  
 

 分速 50ｍの各パターンの待ち時間の平均とエ

レベータの移動時間の平均値は表 3 に示す。表 3

を見ると待ち時間は提案 2、移動時間は既存 2 が

最良である事がわかる。 

 

表 3：速度 50ｍの各パターンの比較 

待ち時間 移動時間
通常１ 34.54秒 1704.12秒
通常２ 34.45秒 1678.93秒
既存１ 32.37秒 1710.93秒
既存２ 32.01秒 1674.93秒
提案１ 30.28秒 1710.86秒
提案２ 29.78秒 1675.04秒  
 

分速 60ｍの各パターンの待ち時間の平均とエ

レベータの移動時間の平均値は表 4 に示す。表 4

を見ると待ち時間、移動時間ともに提案 2 が最

良である事がわかる。 

 

表 4：速度 60ｍの各パターンの比較 

待ち時間 移動時間
通常１ 34.56秒 1687.07秒
通常２ 34.34秒 1665.36秒
既存１ 32.25秒 1692.32秒
既存２ 31.95秒 1661.65秒
提案１ 29.98秒 1692.19秒
提案２ 29.72秒 1661.26秒  
 

表2、表3、表4を見ると、どの速度、どのパタ

ーンでもエレベータが1階で待機しているよりエ

レベータを使用した人が降りた階で待機してい

るほうが平均1％待ち時間が削減されていること

がわかった。また、通常システムのエレベータ

と提案システムのエレベータとでは約13％の削

減、既存システムのエレベータと提案システム

のエレベータとでは約7％削減されていることが

わかった。このことから提案したシステムが待

ち時間を削減出来ていると考えられる。 

また、エレベータの移動時間を比較してみる

と、エレベータが1階に待機している場合より、

降りた階で待機したほうがどの速度、どの手法

でも約2％～4％削減されていることがわかった。

移動時間の削減は消費電力の削減であるので、1

階で待機している場合より降りた階で待機して

いる場合のほうが消費電力を削減できると言え

る。 

 

4 まとめ 

本論文では IC カードによる IT セキュリティと

エレベータを連動するシステムを提案した。提

案システムの性能を評価するために通常のエレ

ベータシステムと既存システムと提案システム

とで比較実験を行った。その結果、どの速度で

も提案システムの方が待ち時間が少ない結果と

なった。消費電力も通常のエレベータシステム

と提案システムとでは約4％、既存システムと提

案システムとでは約2%削減することが出来た。

このことによりマンションの IT セキュリティと

エレベータが連動した提案システムが有効であ

ることが判明した。 

本実験では、いつ使われたかを乱数で決定し

ているため時間帯による使用密度が考慮されて

いない。よく使うと思われる7時から8時半、17

時半から20時の使用密度を上げ、それ以外の時

間帯の密度を下げることでより正確な評価が出

来ると考えられる。 
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